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O
二
0
0
0
年
四
月
二
七
日
(
木
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
不
良
債
権
の
回
収
と
法
」

報
告
者

北

良

見

出
席
者

名

本
報
告
の
内
容
は
、
五
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
法
社
会
学
会
学

術
大
会
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
九
十
年
代
日
本
法
の
変
容
」
に
お
い
て

発
表
さ
れ
、
日
本
評
論
社
発
行
の
「
法
律
時
報
」
本
年
八
月
号
(
二

0
0

0
年
七
二
巻
九
号
)
に
掲
載
さ
れ
た
。

品司

O
一
九
九
九
年
五
月
一
九
日
(
金
曜
日
)
午
後
二
時
よ
り

「
環
境
法
と
憲
法
の
交
錯
I

『
包
括
的
環
境
対
処
・
補
償
責
任
法

(
内
国
内
「
〉
)
』
を
中
心
に
i
」
報
告
者

ロ
ー
レ
ン
ス
・
チ
ャ
ー
チ

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ロ

l
ス
ク
ー
ル
教
授
)

二
九
名

出
席
者

九
九本
二報
年告
石は

2ァ
主?
聯 2L
弓E 口

薩警
康凶
但連

接霊
法眠
高
百裁。晶玉
包げ
連
z邦
舌制

SE 
:;dで
~.あ
g る

国
自
阻
害
関

2
0
E
〉
2
0
2事
N
U

以
下
「
石
炭
法
」
)
を
違
憲
と
し
た
九
八
年

の
開
g
g
g
恒
三
官
官

5
3、
〉
同
比
四
}
判
決
(
ニ
∞

M・O
-
M
E
』
)
を
検
討
し
、

そ
の
論
理
が
包
括
的
環
境
対
処
・
補
償
・
責
任
法
吉
田
両
日
〉
一
円
。
ョ
マ
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報

吋各自問』〈

m
m口三円。ロ
g
g
E
m
m田唱。
zme
。
。
昌
司

g
g
z
oロ
g
a
Eち
庄
内
吋
〉
町
向

。
ご
温
。
)
を
始
め
と
す
る
連
邦
環
境
法
に
対
し
て
持
つ
合
意
を
検
討
す
る
。

二
米
国
で
は
、
一
九
七
0
年
代
後
半
、
有
害
廃
棄
物
に
よ
る
土
嬢
汚
染

の
問
題
が
政
治
問
題
化
し
た
。
連
邦
議
会
は
八

O
年
に
の
巴
門
戸
〉
を
制

定
し
、
全
国
の
汚
染
を
、
完
全
に
、
浄
化
す
る
と
の
態
度
を
示
し
た
。

内
相
同
月
間
L
P
は
汚
染
物
質
の
発
生
者
を
始
め
広
い
範
囲
の
者
に
汚
染
浄

化
等
の
責
任
を
課
し
て
い
る
。
発
生
者
と
い
っ
て
も
、
当
該
汚
染
物
質
が

製
造
な
い
し
処
分
さ
れ
た
の
は
数
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
う

る
し
、
放
に
特
定
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
内
田
門
戸
〉
上
の
責
任
は
連

帯
責
任
、
即
ち
わ
ず
か
で
も
汚
染
に
寄
与
し
て
い
れ
ば
、
汚
染
浄
化
の
全

費
用
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
過
失
の
有
無
を

問
わ
な
い
厳
格
責
任
で
あ
る
。
従
っ
て
、
遠
い
過
去
の
行
為
に
基
づ
い
て

非
常
に
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、

。
巴
州
門
戸
〉
は
制
定
直
後
か
ら
激
し
い
批
判
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
議

会
は
基
本
的
な
枠
組
み
に
関
し
て
は
変
更
せ
ず
に
維
持
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
内
田
門
戸
〉
は
合
憲
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

三

間

E
o
g
関
口
同
町
号
ロ
お
国
事
件
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一

九
四
七
年
に
ア
メ
リ
カ
鉱
山
労
働
者
組
合
と
石
炭
企
業
各
社
と
は
八
王
国
軟

炭
賃
金
合
意
(
戸
喝
さ

Z
回
の
当
P

Z
き
。

E-
巴

Z
E
g
g
p邑
者
由
加
。

〉
匂

g
g
g岬
)
を
結
び
、
労
働
者
に
社
会
福
祉
給
付
を
行
う
基
金
を
設
立

雑

し
た
が
、
給
付
内
容
は
基
金
の
理
事
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
特
定
の
給
付

の
保
障
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
七
四
年
の

Z
切
内
君
〉
は
、
退
職

者
ら
へ
の
終
身
の
健
康
保
険
給
付
を
定
め
た
も
の
の
、
歳
入
に
つ
い
て
は

特
に
手
当
て
を
し
な
か
っ
た
。
他
の
要
因
も
重
な
り
、
基
金
は
財
政
難
に

陥
っ
た
。
そ
こ
で
連
邦
議
会
は
九
二
年
に
石
炭
法
を
制
定
し
、
か
つ
て

Z
切
門
日
当
〉
に
加
わ
っ
た
企
業
は
.
現
在
の
事
業
内
容
に
関
わ
り
な
く
、
労

働
者
に
同
様
の
給
付
を
行
う
新
設
の
基
金
に
支
出
を
な
す
よ
う
義
務
付
け

た
。
原
告
は
か
つ
て
石
炭
事
業
を
経
営
し
て
い
た
が
、
六
五
年
に
こ
れ
か

ら
撤
退
し
、
現
在
は
全
く
異
な
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
撤
退
ま
で
は

Z
切
の
者
〉
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
七
四
年

Z
田
内
巧
〉
に
は
加
わ
っ
て
い

な
い
。
か
か
る
状
況
の
下
で
石
炭
法
に
よ
り
支
出
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、

原
告
は
同
法
が
連
邦
憲
法
修
正
五
条
の
収
用
条
項
及
、
び
実
体
的
デ
ユ

l
・

プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
し
て
出
訴
し
た
。
判
決
で
は
、
九
人
の
裁
判
官
の

う
ち
、
五
人
が
適
用
違
憲
の
結
論
を
支
持
し
た
が
、
内
一
人
は
他
の
四
人

と
は
異
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
お
り
、
故
に
法
廷
意
見
は
形
成
さ
れ
て
い

-
な
い
。
一
方
残
り
の
四
人
は
石
炭
法
は
合
憲
で
あ
る
と
し
た
。

四

オ

コ

ナ

l
裁
判
官
は
、
先
例
の
基
準
に
照
ら
す
と
石
炭
法
は
単
な
る

規
制
で
は
な
く
、
憲
法
上
の
収
用
に
当
た
る
と
し
た
。
従
来
は
収
用
を
違

憲
と
し
て
適
用
を
拒
否
し
た
こ
と
は
な
く
(
補
償
が
命
じ
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
)
突
出
し
た
判
示
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
は
不
動
産
の
収
容
が
パ
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ラ
ダ
イ
ム
事
例
で
あ
っ
た
が
、
石
炭
法
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
金
銭
の
支

払
い
で
あ
り
、
こ
れ
だ
と
あ
ら
ゆ
る
規
制
が
収
用
に
当
た
り
得
る
こ
と
に

な
る
。

法学会記事

オ
コ
ナ
l
裁
判
官
に
同
調
し
た
ト
マ
ス
裁
判
官
は
、
石
炭
法
は
連
邦
憲

法
第
一
条
九
節
三
項
で
禁
止
さ
れ
た
事
後
法
に
当
た
り
う
る
、
と
も
言
、
っ
。

し
か
し
事
後
法
禁
止
条
項
は
連
邦
憲
法
制
定
直
後
以
来
一
貫
し
て
刑
事
責

任
の
み
を
射
程
と
す
る
と
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ト
マ
ス
裁
判
官
の
判
示
は

こ
れ
に
反
す
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
石
炭
法
は
収
用
で
も
事
後
法
で
も
な
い
と
す
る
。

し
か
し
、
本
件
は
デ
ユ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
下
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
し
、
同
法
の
よ
う
な
遡
及
法
は
実
体
的
デ
ユ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
違

反
し
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
一
方
、
ブ
ラ
イ
ヤ
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見

は
、
同
様
に
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
枠
組
み
で
判
断
す
る
が
、
同

法
は
こ
れ
に
反
し
な
い
と
し
た
。
今
世
紀
初
め
に
は
最
高
裁
が
連
邦
政
府

の
経
済
立
法
を
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
理
論
に
よ
り
違
憲
無
効
と

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
最
高
裁
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
期
に
態
度
を
変

更
し
、
経
済
的
実
体
的
デ
ユ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
理
論
は
崩
壊
し
た
。
し
か

し
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
プ
ラ
イ
ヤ
両
裁
判
官
は
数
十
年
ぶ
り
に
こ
の
理
論
を
復

活
さ
せ
、
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
に
至
っ
て
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
違
憲
と
し
た

の
で
あ
っ
た
。

五

mass開
口
問
。
弓
江
田
町
間
判
決
は
比
較
的
狭
い
領
域
を
扱
う
も
の
で
あ
る

が
、
連
邦
の
経
済
立
法
を
違
憲
と
し
た
の
は
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
期
以
来
六

O
年
ぶ
り
で
あ
る
。
過
去
の
事
情
に
対
し
て
巨
大
な
責
任
を
課
さ
れ
る
と

い
う
点
で
は
の
巴
門
戸
〉
も
同
様
の
問
題
を
苧
ん
で
お
り
、
同
判
決
に
基

づ
く
の
田
火
山
「
〉
違
憲
の
主
張
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る
。
円
リ
開
河
内
円
、
〉
は
石

炭
法
よ
り
も
大
き
く
目
立
つ
立
法
で
あ
り
、
こ
れ
が
違
憲
と
さ
れ
た
場
合

に
は
他
の
環
境
立
法
へ
も
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
環
境
問
題
が
政
治

の
場
か
ら
法
廷
闘
争
の
場
へ
持
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
は
政
府
の
本
質
や
権

限
の
範
囲
に
関
わ
る
根
源
的
な
問
題
が
表
面
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
最
高
裁
裁
判
官
の
構
成
か
ら
す
る
と
、
極
端
な
事
案
を
取
り
上

げ
た
上
で
何
回

Nnrp
の
一
部
を
違
憲
と
す
る
、
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
現
在
の
最
高
裁
は
環
境
立
法
に
対
し
て
特
に
敵
対
的

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
連
邦
政
府
の
領
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に
は
警

戒
感
を
一
示
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
、
数
名
の
裁
判
官
が

近
い
将
来
引
退
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
任
を
任
命
す
る
の

は
次
の
大
統
領
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
最
高
裁
の
態
度
が
影
響
さ
れ
る
の

は
確
実
で
あ
る
。
現
在
進
行
中
の
大
統
領
選
は
、
誰
も
意
識
し
な
い
ま
ま

に
、
こ
う
し
た
問
題
が
隠
れ
た
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
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文
責
一
会
沢
恒
)


